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コ テ ン ゲ コ ウモ リ，Murina 　 aurata
． ゲ ループ の

分類 に つ い て

前 田喜四雄 （岐阜歯科大 ・解剖）

On 　the　 classificatiQn 　of 　little　tubernosed 　bat　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P

Murin α aurata ，9 厂oup

KISH10　 MAEDA

　 日本産 の コ テ ン グ コ ゥ モ リ は Ellerman 　 and

Morrison ・Scott （1951）以来．　 Murin α aurata 　as−

suriensis と して 認め られ て い る 。 こ の Murina　au −

rata グ ル ープは 日本を除 くと大変稀で あ り，現在ま

で 25個体が報告され て い る tcすぎず，しか も現存す

る 標本 は そ の 約半数 とい う状況 で ある 。 筆者は こ れ

らの うち 8 個体 の 標本を観察し，日本産の 12個体の

標本 と昆較 し，主に 日本産 の 本種 の 分類学的考察を

行な っ た 。

　各部位測定値 の 比較 の 結果，日本産の 標 本 は 樺

太，朝鮮半島及び沿海州産 の 標本 （以下A グル ープ

と呼 ぶ ） と ほ と ん ど 同 じで あ る が，M ．　 aurata の 基

産地 を 含む中国四 川 州，雲 南州，イ ン ドの シ ッ キ ム

及 び ネ パ ール 産 の 基 亜 種 （以下 B グ ル
ープ） とは 以

下 の 点 で 明確 に 異 な る こ と が 明 らか に な っ た 。

　1）．前腕長な ど一
部 の 部位 を 除 く他 の 外部形態に

お い て，ま た 頭骨 に お い て は 特 に 顕 著に A グ ル ープ

の側体 は B グ ル ープ の それ よ りも大きい 。
2），前腕

長 に 対す る 頭骨各部 の 相対的大 き さは ，B グ ル ープ

よ りもA グル ープ に お い て大である 。
3）．A グル ー

プの 方 が 吻部 が 長 く，突出 して い る。ま た．A グル

ープ の 方が前顎骨間隙 が よ り深 い 。 4）．基底全長 に

対 す る 頭骨全長 の 大 きさは ，B グ ル ープ よ りも A グ

ル ープに お い て 小 で あ る。5）．頬骨弓及 び 脳函は

A グ ル ープ の 個体 の 方 が，よ り外方 へ 張 り出 して い

る 。
6）．A グル ープ の 個体の 陰茎骨 は B グル ープ の

それに 比べ て，よ り大 ぎく．しか もそ の 先端部が よ

り発達して お り，突出部 に あ る 切 れ 込 み も深 い 。

　以 上 の 差違点及 び 両者 の 分布が離れ て い る こ と よ

り，A グ ル ープ は B グ ル ープ と は 別種、す なわ ち．

Murina　 ussuriensis と考 え た 方が妥当である と思

わ れ る。
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　 ヒ ナ コ ウ モ リ科 3 属 7種 （ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ 属

M γotis一シ ナ ノ ホ オ ヒ ゲ コ ウ モ リ 2n ＝44．カ グ ヤ コ

ウ モ リ 2n ＝44，モ モ ジ ロ コ ゥ モ リ 2n　＝44，ノ レ ソ

コ ゥモ リ 2n ＝ 44 ； ヤ マ コ ゥ モ リ属 IVyCtaltss一コ ヤ

マ コ ゥ モ リ 2n＝44，ヤ マ コ ゥ モ リ 2n；42 ； ユ ビナ

ガ コ ウ モ リ属 瀚 戚 ψ 僻 邵 一ユ ビ ナ ガ コ ウモ リ 2n ＝

46） の 核型と G 一お よび C−band を 分析し比較検討

した 。 そ の 結果， 1） ユ ビナ ガ コ ウモ リを除 く6種

間に お い て
，
G −band に 極め て 高い 類似性が 認め ら

れ た。2）Myotis　 4 種 の No．5 染色体は 種に よ り

そ の 大きさお よび 形態 を異 に す るが， こ れは con ・

stitutive 　 heterechromatinの 増加の 程度 に 支配 さ

れ て い る こ とが C−band に よっ て 明 らか に な っ た 。

3）Myotis　 4 種の 1対 の acrocentrjc （No．7） に

pericentric　inversion が 見 られた 。こ れ は Myotis

か ら他属 が 分派 され た の ち に ，こ の 属 に 独立 して 起

こ っ た と考え られ る 。 4） コ ヤ マ コ ウモ リは す べ て

の 染色体 の 動原体部 に 他種 よ りも大 き
「
な C −band が

観察 され た。5）ヤ マ コ ウ モ リ の 1対 の 大きな meta ・

centric は M γetis の Ne ．8 と No．　 10 の ce 皿 tric

fusion に よ っ て 生 じた もの である こ とがわ か っ た 。

6） ユ ビ ナ ガ コ ウ モ リに お け る 2 対 の 大型 の nleta −

centric は M γ・ tis の No ．1 と No．3 に それぞれ

一
致 し た。 MPtotis の metacen しric （No ．2） に

centric 　 fissionが お こ り， ユ ビ ナ ガ コ ウ モ リで は

acrecentric が 2 対増加 した と考 え られ る， こ れ に

相当する G −band を有す る 染色体 は 今 の と こ ろ 明

らか で な い 。 また，他の 染色体閻 に も G −band の

不
一
致が あ り，こ れ は reciprocal 　translocation や

paracentric　inversion など染色体変異が起 こ っ て

い る 可 能性 を 示 唆す る。
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